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　７月２９日（土）に平成２９年度大規模地震時医療活動訓練が実施されました。当センターは南海トラフ
巨大地震で津波被害により籠城を余儀なくされる想定でした。院内の災害対策本部の設置・運営と淡路保健
医療圏の活動拠点としての訓練を併せて行いました。当センター内にDMAT活動拠点本部を立ち上げ、南淡
路に前線拠点として立ち上げた仮設診療所の診療を指揮、支援しました。
　災害対策本部では被害状況を評価してダメージコントロールすることが重要です。初動期の優先事項と
して、指揮系統の確立、安全確認、連絡体制の構築、評価と対応計画等が挙げられます。訓練は机上シミュ
レーションが中心でしたが、人員配置・役割分担、施設・設備・ライフライン等の被災状況の確認、患者・職員
の安否確認、通信環境の整備、各部門の連携、必要な物資・燃料の調達、医療資源の再分配についての検討、一
部患者の後方搬送、多数傷病者受け入れに向けた準備など内容は多岐にわたりました。
　活動拠点では圏域の医療ニーズに対応するため、本部の立ち上げから活動開始までの体制整備が重要で
す。人員不足でしたが、参集DMATの登録、他機関との連携、作戦イメージの共有、指揮系統と活動方針の指
示、役割の付与、被災情報の把握、資源を再配分、連絡・搬送体制の確立等の留意点を確認しました。
　訓練を通じて、通信環境の整備や人員・搬送手段の確保、他機関との連携等の重要性が浮き彫りとなり、今
後に向けての課題と考えられました。実災害時に近い想定で訓練を実施することができ、非常に貴重で有意
義な経験となりました。
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平成 29 年度
大規模地震時医療活動訓練 を実施しました！

　平成28年度の当医療センターの決算は、前年度と比較して14百万円改善しましたが、225百万円

の赤字となりました。新病院への移転から４年が経過し、黒字化が大きな課題となっています。早期

の黒字経営を目指して職員一丸となって取り組んでいます。


